
秋
田
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
秋
田
市
新
屋
】

創
業
明
治
四
十
一
年

秋田市

横手市
1 2 3 5

由利本荘市
6 7 8 9

にかほ市
10

12 13 14 15 16

17 18 19 20

美郷町
21 23

鹿角市
36

大仙市
24 25 26

27

30

28 29

潟上市
11 五城目町

31

八峰町
32

大館市
35

湯沢市

杜 氏
小林 忠彦さん
山内杜氏と蔵人を雇い入
れるが思うような酒を造
れず、納得のいく酒造り
を目指し自らが蔵元杜氏
となる。

ゆ
き
の
美
人

　
　
　  

純
米
酒 

完
全
発
酵

旨
味
を
残
し
、
超
辛
口
に
仕
上
げ
た
純
米
酒
。

一
、五
八
〇

一
杯

秋
田
醸
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
秋
田
市
楢
山
】

創
業
昭
和
二
十
二
年

び
じ
ん

1

杜 氏
藤田 勝広さん
夏は畳屋、冬は杜氏の
二足の職人。全国新酒
鑑評会で金賞を受賞し皆
で御祝をした際の杜氏と
しての喜びはひとしお。

純
米
吟
醸 

竜
乃
涙

口
当
た
り
が
サ
ッ
パ
リ
と
し
て
い
て
、
飲
み
飽
き

な
い
酒
。

一
杯 り

ゅ
う
の
な
み
だ

5

杜 氏
佐々木 時雄さん
高校時代の恩師の勧
めから酒造りに携わ
り現在に至る。香り、
味がうまく調和したと
感じた時が喜び。

特
別
純
米
酒 

秋
田
誉

肌
理
の
細
や
か
な
淡
麗
辛
口
。
和
食
と
の
相
性

も
良
く
、
海
外
で
も
好
評
な
丁
寧
な
吟
醸
造
り
。

一
、一
八
〇

一
杯

あ
き
た
ほ
ま
れ

杜 氏
加藤 貢さん
農家でもあり、うるち米
造りを行っている。お米
からどうしてこんなおい
しいお酒ができるのか？
と興味を持ち 29 歳の時
から酒造りに携わる。

大
吟
醸 

酔
楽
天

香
り
は
華
や
か
で
上
品
な
旨
味
、
ス
ッ
キ
リ
し

た
後
口
。

二
、八
九
〇

一
杯 す

い
ら
く
て
ん

2

杜 氏
小番 力さん
蔵人たちのチーム
ワーク、ひとつになっ
て酒造りを行う環境づ
くりを大事に酒造りを
行う。基本を守りな
がらお客様の声を聴
きより良い酒を求め
続ける。

出
羽
の
冨
士

         

純
米
吟
醸 

リ
キ
シ
モ

華
や
か
で
爽
や
か
で
軽
快
な
風
味
が
特
徴
。

「
リ
キ
シ
モ
」は
ス
ペ
イ
ン
語
で
めっ
ち
ゃ
美
味
し
い
。

一
、三
九
〇

一
杯

6

杜 氏
遠田 嘉人さん
高校時代の手伝いをきっ
かけに酒造りに携わる。
稲作も行っており、こだ
わりの酒造りを行うため
に夏は農家、冬は杜氏と
なる。

ひ
ら
い
づ
み

杜 氏
皆川 昇さん
酒母主任  醪主任を経て
本社蔵から中仙蔵へ移
り杜氏補佐となる。そ
の後中仙蔵杜氏となり
現在は四代目本社蔵杜
氏となる。蔵人全員力
を合わせ「老若男女ど
なたにも愛される酒」
を信念に酒造りを行う。

純
米
大
吟
醸
酒

高
清
水

秋
田
県
産
酒
造
好
適
米
「
秋
田
酒
こ
ま
ち
」
を
ひ

と
粒
ひ
と
粒
丁
寧
に
４
５
％
ま
で
磨
き
、
秋
田
流

寒
仕
込
み
で
醸
し
あ
げ
て
い
る
。
程
よ
い
酸
味
と

上
品
な
旨
み
が
口
の
中
で
や
わ
ら
か
に
広
が
る
。

華
や
か
で
ふ
く
よ
か
な
香
り
が
際
立
つ
、
純
米
大

吟
醸
。

一
、三
九
〇

一
杯

た
か
し
み
ず

3

杜 氏
一関 陽介さん
高校卒業後、東京農
業大学短期大学部醸
造学科に進学。在学
中に知識を身につけて
いくうちに清酒製造に
興味を持ち始める。酒
類学研究室に配属し、
恩師の紹介で天寿酒造
に入社。現在に至る。

純
米
大
吟
醸

鳥
海
山

東
京
農
業
大
学
短
期
大
学
部
で
ナ
デ
シ
コ
の
花

か
ら
分
離
さ
れ
た
酵
母
を
使
用
し
、
天
寿
酒

米
研
究
会
産
酒
造
好
適
米
で
醸
し
た
純
米
大

吟
醸
。
高
く
華
や
か
な
香
り
と
滑
ら
か
な
味
わ

い
が
特
徴
で
す
。一

杯

ち
ょ
う
か
い
さ
ん

7

杜 氏
猿田 修さん
社長の指名を受け杜氏
に。何事も納得いくまで
繰り返し、酒造りの前に
人造りを大事にする「和
醸良酒」を体現する杜氏。

純
米
吟
醸 

澄 

月

華
や
義
の
あ
る
吟
醸
香
と
、
ス
ー
ッ
と
喉
を
通
る

優
し
い
飲
み
口
が
特
徴
で
す
。

ち
ょ
う
げ
つ

2
0
1
2
年
I
W
C

純
米
吟
醸
・
純
米
大
吟
醸
部
門

準
ト
ロ
フ
ィ
ー
受
賞
酒

杜 氏
高橋 藤一さん
祖父、父と三代続く蔵人。
米と水だけで造る酒こそ
日本酒、という信念の酒
造りを行う。

雪
の
茅
舎 

秘
伝
山
廃

山
廃
仕
込
の
特
長
で
あ
る
酸
の
高
さ
が
味
の
広

が
り
と
喉
越
し
に
余
韻
を
残
す
。

一
杯

ゆ
き
の
ぼ
う
し
ゃ

8

杜 氏
高橋 廣さん
米作りの農閑期の仕事とし
て蔵人として勤めるように
なり、後に木村酒造に移り
杜氏として現在に至る。お
客様からおいしいと評価い
ただくことが喜び。

純
米
辛
口 

福
小
町

長
期
低
温
発
酵
に
よ
る
な
め
ら
か
な
口
当
た
り

と
後
か
ら
じ
ん
わ
り
く
る
旨
辛
の
味
わ
い
が
食

中
酒
と
し
て
お
す
す
め
。
冷
や
か
ぬ
る
燗
が
ベ

ス
ト
。

ふ
く
こ
ま
ち

秋
田
県
全
蔵
の

各
杜
氏
が
お
勧
め
す
る

自
慢
の
逸
品
。

9

10

11

12

秋
田
酒
類
製
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
秋
田
市
川
元
む
つ
み
町
】

創
業
昭
和
十
九
年

創
業 

文
化
二
年

株
式
会
社
那
波
商
店

【
秋
田
県
秋
田
市
土
崎
】

株
式
会
社
佐
藤
酒
造
店

【
秋
田
県
由
利
本
荘
市
矢
島
町
】

創
業
明
治
四
十
年

で
わ

ふ
じ

一
、一
九
〇

一
、三
九
〇

天
寿
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
由
利
本
荘
市
矢
島
町
】

創
業
明
治
七
年

株
式
会
社
齋
彌
酒
造
店

【
秋
田
県
由
利
本
荘
市
石
脇
】

創
業 

明
治
三
十
五
年一

、四
九
〇

秋
田
誉
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
由
利
本
荘
市
和
泉
町
】

創
業
江
戸
末
期
〜
明
治
初
期

株
式
会
社
飛
良
泉
本
舗

【
秋
田
県
に
か
ほ
市
】

創
業
室
町
時
代

一
、二
九
〇

一
杯

山
廃
純
米
酒

飛
良
泉

蔵
で一
番
古
い
商
品
で
あ
り
、
造
り
も
こ
だ
わ
り

時
間
を
か
け
て
い
ま
す
。
味
に
深
み
、
酸
味
が

あ
り
料
理
と一緒
に
呑
む
と
旨
み
が
広
が
り
ま
す
。

懐
か
し
い
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
日
本
酒
が
前
面
に

出
た
香
り
。

一
、八
九
〇

一
杯

小
玉
醸
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
潟
上
市
飯
田
川
】

創
業 

明
治
十
二
年

創
業 

元
和
元
年

木
村
酒
造

【
秋
田
県
湯
沢
市
田
町
】一

、一
八
〇

一
杯

米
作
県
秋
田
は
豊
か
な
水
、
酒
の
熟
成
に
適
し
た
環
境
に
恵
ま
れ

全
国
有
数
の
酒
造
県
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
『
米
の
秋
田
は
酒
の
国
』。

現
在
、
県
内
に
は
数
多
く
の
酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。

秋
田
き
り
た
ん
ぽ
屋
で
は
、
こ
の
蔵
元
か
ら
ご
協
力
頂
き

お
す
す
め
の
銘
酒
、
こ
だ
わ
り
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

秋
田
の
地
酒
への
親
し
み
が

よ
り
深
ま
る
は
ず
。

（
税
込
一
、七
三
八
）

（
税
込
三
、一
七
九
）

（
税
込
一
、五
二
九
）

（
税
込
一
、五
二
九
）

（
税
込
一
五
二
九
）

（
税
込
一
、六
三
九
）

（
税
込
一
、三
〇
九
）

（
税
込
一
、二
九
八
）

（
税
込
一
、四
一
九
）

（
税
込
二
、〇
七
九
）

（
税
込
一
、二
九
八
）



杜 氏
奥田 重徳さん
前任の山内杜氏の引退
を機に、お客様と直接向
き合う奥田氏自らが杜氏
に。仕込んだお酒が搾ら
れて出てきた時、お客様
に「美味しいね」と微笑
んでもらえた時の喜びを
持って酒造りに励む。

し
っ
か
り
と
し
た
味
わ
い
と
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
吟

醸
香
。
凛
と
し
た
米
の
旨
み
が
味
わ
え
る
。 

一
杯

24

杜 氏
山本 友文さん
蔵元が自ら酒を造ること
が大きな付加価値になる
と考え酒造りの世界へ。
現在に至る。

純
米 

ど
辛

比
較
的
甘
口
の
酒
が
多
い
秋
田
で
は
珍
し
い
、

キ
レ
味
抜
群
の
超
辛
口
。

一
杯

か
ら

32

杜 氏
佐藤 賢孔さん
父親の入院と自宅療養中、
同じ地域の社長から声を
かけられ杜氏の道に。家
族と酒を大事にする優し
い人柄が酒造りに表れる。

出
羽
鶴 

飛
天
の
夢

爽
快
感
が
あ
り
、
口
当
た
り
の
良
い
お
酒
で
す
。

一
杯

25

杜 氏
齊藤 泰幸さん
仙北市から結婚に伴い大仙
市へ。造り酒屋の麹屋で働
いた縁で刈穂の杜氏の道
へ。遠方で刈穂が引き立て
られた話の伝聞に杜氏冥利
を感じ酒造りに邁進。

刈
穂 

銀
千
樹
純
米
大
吟
醸 

地
元
の
神
岡
の
酒
こ
ま
ち
を
40
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

磨
い
て
、
ふ
く
よ
か
な
香
り
、
き
め
細
や
か
な

口
当
た
り
で
す
。一

杯
一
、七
九
〇

26

杜 氏
石沢 繁昌さん
親子三代に渡る酒屋若衆
で、特に祖父は杜氏を務
めたこともあり、自然に酒
造りの世界へ。「秀よしは、
旨いなぁ」のひと言の喜
びを胸に酒造りを行う。

純
米
吟
醸 

松
声

深
い
旨
味
と
共
に
た
お
や
か
に
香
り
立
つ
吟
醸
香
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
る
逸
品
。

一
杯 し

ょ
う
せ
い

27

杜 氏
伊藤 正さん
若い時から酒に携わっ
て良いものを作りたい
と思い酒造りの道へ。
思い描く酒がイメージ
通りにできた時は杜氏
冥利に尽きる。

大
吟
醸 

北
秋
田

希
少
価
値
が
あ
っ
て
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

手
軽
に
飲
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
試
行
錯

誤
の
上
で
、
高
品
質
を
手
ご
ろ
な
価
格
で
、
安

か
ろ
う
悪
か
ろ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
造
っ
た
お
酒
。

　

一
杯

き
た
あ
き
た

35

麹
を
通
常
の
お
酒
の
3
倍
使
用
し
て
お
り
、
甘
い

口
当
た
り
だ
が
、
料
理
と
併
せ
る
こ
と
で
こ
の
甘

み
が
旨
み
に
変
わ
り
、
き
れ
い
な
酸
を
含
め
る
こ

と
で
白
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い

に
仕
上
が
る
。

一
杯

28

杜 氏
安保 克広さん
酒造りの奥深さに魅力を
感じ、この世界へ。現在
に至る。

大
吟
醸 

鏡
田

華
や
か
な
香
り
と
芳
醇
な
味
わ
い
。

一
杯

か
が
み
だ

36

杜 氏
高橋 良治さん
高校卒業後に農家に従事しな
がら冬の仕事として酒造りの
門を叩く。数社での造りを経
験しながら己の技と経験を磨
き、月桂冠(株)北蔵副杜氏を経
て当蔵へ。杜氏歴 23 年。

特
別
純
米

う
ま
か
ら
ま
ん
さ
く

杜
氏
、
自
ら
が
栽
培
し
て
る
「
秋
の
精
」
を
使
っ

て
醸
し
た
思
い
入
れ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
、
辛
さ
の

中
に
あ
る
、
米
の
旨
味
を
感
じ
ら
れ
る
お
奨
め
の

逸
品
。
冷
・
常
温
・
お
燗
と
温
度
変
化
に
よ
る

表
情
や
味
の
変
化
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
食
中
・

食
後
酒
で
す
。

一
杯

16

杜 氏
森谷 康市さん
前社長から「蔵に来ない
か？」と田んぼで声をかけら
れ蔵人の道に。現在は杜氏
として蔵人皆で造った「天
の戸」で人とひとがつなが
り場が和やかな雰囲気にな
ることが喜び。

天
の
戸

純
米
大
吟
45

J
A
秋
田
ふ
る
さ
と
平
鹿
町
酒
米
研
究
会
の
化

学
合
成
肥
料
農
薬
を
五
割
以
上
削
減
し
た
「
吟

の
精
」
を
4
5
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
磨
い
て
醸
し
ま

し
た
。
深
み
の
あ
る
味
わ
い
と
キ
レ
の
良
さ
が
お

す
す
め
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

一
杯

17

地
場
の
お
米
を
み
や
ま
に
し
き
百
パ
ー
セ
ン
ト
使

用
。
コ
ク
の
あ
る
純
米
酒
。
良
い
お
米
を
60
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
磨
い
て
、
旨
み
だ
け
を
残
し
、
く
ど
い
と

こ
ろ
が
無
い
。

一
、一
八
〇

一
杯

30

麹菌が繁殖しやすい様、米
の塊が無いようにほぐす。
また、麹の水分調整・温
度調整をする大切な仕事。

奥
清
水 

吟
醸 

名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
六
郷
の
軟
水
を
使
い
、

杜
氏
の
精
魂
込
め
た
手
造
り
の
逸
品
。
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
香
り
を
酒
に
残
し
た
銘
品
。 

一
杯

お
く
し
み
ず

23

杜 氏
一関 仁さん
25 歳から酒造りに携わり、
33 歳で杜氏となる。伝統
に胡坐をかかず日々挑戦
を続け、お客様が一献傾
け笑顔を浮かべた時の喜
びを持って酒造りを行う。

米
の
旨
み
を
十
二
分
に
発
揮
し
た
純
米
酒
。

一
杯

31

杜 氏
本多 正美さん
美酒爛漫を飲んで「旨い」
と言うお客様の笑顔が喜
び。指導を受けた先代杜
氏の酒造りの姿に憧れ杜
氏を目指し、現在に至る。

純
米
酒

ま
な
ぐ
凧

原
料
米
は「
秋
田
県
南
部　

湯
沢
・
雄
勝
産『
あ

き
た
こ
ま
ち
』1
0
0
％
使
用
。
契
約
栽
培
で

生
産
利
益
が
は
っ
き
り
分
か
る
安
心
・
安
全
の

『
ま
る
ご
と
秋
田
純
米
酒
』。
米
の
旨
味
を
十
分

に
引
き
出
し
た
、
ほ
ど
良
い
酸
味
の
純
米
酒
。

肉
料
理
と
の
相
性
が
良
く
、
料
理
の
味
を
引
き

立
て
る
。

一
杯

ま
な
ぐ
だ
こ

14

杜 氏
武石 廉太郎さん
昭和 49 年より酒造りに
携わる。伊藤カズオ杜氏
に師事を受け、山内杜氏
となる。現在は師から学
んだ杜氏としての姿勢を
後継に伝えていく日々。

純
米
大
吟
醸 

雪
月
花

自
然
の
景
物
の
よ
う
に
美
し
く
華
や
か
な
香
と
、

コ
ク
の
あ
る
味
わ
い
。

一
杯

せ
つ
げ
つ
か

15

減
農
薬
純
米
酒
田
从

米
の
う
ま
み
を
生
か
し
た
純
米
酒
と
な
っ
て
お

り
、冷
や
で
も
熱
燗
で
も
美
味
し
く
飲
め
ま
す
。

た
び
と

18

杜 氏
佐藤 良雄さん
山内杜氏の里、山内村南
郷に生れ、一蔵人として
長く酒蔵で勤務。大納川
の先代の杜氏より、杜氏
の座を引き継ぎ現在杜氏
として酒造りをしている。 

大
納
川 

純
米

米
の
旨
味
を
感
じ
て
欲
し
い
七
〇
％
の
精
米
に
。

程
よ
い
酸
と
旨
味
の
あ
る
味
わ
い
が
特
徴
。

一
杯

だ
い
な
が
わ

19

杜 氏
栗林 直章さん
もともと蔵の後継者として
酒造りに意欲があり、前杜
氏の引退をきっかけに、現
杜氏となる。お客様の「美
味しい！」「おかわり！」の言
葉を励みに酒造りを行う。

春
霞 

純
米 

赤
ラ
ベ
ル

全
体
的
に
さ
っ
ぱ
り
と
仕
上
が
っ
た
食
中
酒
。

穏
や
か
な
旨
味
、
軽
や
か
な
酸
味
、
爽
や
か
な

香
味
。

一
、二
九
〇

一
杯

は
る
が
す
み

21

杜 氏
一星 邦彦さん
社長であり工場長である
自らが蔵に入り自分達の
理想の酒、全ての人に「う
めえっ！」と言っていただ
ける酒を目指して日々精
進している。 

米
の
味
た
っ
ぷ
り
の
純
米
吟
醸
原
酒
。
無
ろ
過
、

無
調
整
の一
切
手
を
加
え
て
い
な
い
し
ぼ
っ
た
ま

ま
の
状
態
で
瓶
詰
め
に
し
た
。

一
杯

29

杜 氏
佐々木 亮博さん
清酒の蔵に入り、約 10
年で職場の長となったこ
とを機に山内杜氏試験を
経て杜氏となる。自分が
納得できる旨い酒がお客
様に「おいしい」と言わ
れる時が至福。

秋
田
県
産
あ
き
た
こ
ま
ち
・
秋
田
県
産
秋
田

酒
こ
ま
ち
を
原
料
に
使
用
し
た
、
秋
田
県
な
ら

で
は
の
特
別
純
米
酒
で
す
。

一
杯

お
の
の

13

杜 氏
照井 俊男さん
精魂と丹精こめて造った
酒も、世に送り出すのは、
照井杜氏のチェックを
通ったものだけ。機械化
による大量生産では出来
得ない厳しさがある。

阿
櫻 

大
吟
醸

秋
田
県
産
の
秋
田
酒
こ
ま
ち
を
１
０
０
％
使
用

し
、
４
０
％
ま
で
磨
き
上
げ
て
醸
し
た
大
吟
醸

酒
。
気
品
の
あ
る
香
り
と
含
み
味
が
特
徴
。　

あ
ざ
く
ら

20

秋
田
県
醗
酵
工
業
株
式
会
社

【
秋
田
県
湯
沢
市
深
堀
】

創
業 

昭
和
二
十
年

一
、一
八
〇

小
野
こ
ま
ち 

特
別
純
米
酒

秋
田
銘
醸
株
式
会
社

【
秋
田
県
湯
沢
市
大
工
町
】

創
業 

大
正
十
一
年

一
、一
八
〇

両
関
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
湯
沢
市
前
森
】

創
業 

明
治
七
年四

、五
〇
〇

一
、一
八
〇

日
の
丸
醸
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
横
手
市
増
田
町
】

創
業 

元
禄
二
年

杜氏は置かず、蔵人全員
で酒造りを行う。毎年の
酒が微妙に違う点に生き
物の面白さを感じ、日々
の酒造りにいそしむ。

あ
ま
の
と

創
業 

大
正
六
年

浅
舞
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
横
手
市
平
鹿
町
】一

、二
九
〇

創
業 

大
正
七
年

舞
鶴
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
横
手
市
平
鹿
町
】一

、二
九
〇

一
杯

一
、一八
〇

創
業 

大
正
三
年

備
前
酒
造
本
店

【
秋
田
県
横
手
市
大
森
】

二
、一九
〇

一
杯

創
業 

大
正
七
年

阿
桜
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
横
手
市
大
沢
】

創
業 

明
治
七
年

合
名
会
社
栗
林
酒
造
店

【
秋
田
県
仙
北
郡
美
郷
町
】

創
業 

明
治
十
八
年

株
式
会
社
高
橋
酒
造
店

【
秋
田
県
仙
北
郡
美
郷
町
】一

、一
九
〇

じ
ゅ
う
え
も
ん

純
米
吟
醸
原
酒

重
右
衛
門
の
酒　

一
、五
九
〇

創
業
延
宝
年
間

有
限
会
社
奥
田
酒
造
店

【
秋
田
県
大
仙
市
協
和
】

で
わ
つ
る

ひ
て
ん

ゆ
め

創
業 

慶
応
元
年

出
羽
鶴
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
大
仙
市
南
外
】一

、五
九
〇

か
り
ほ

ぎ
ん
せ
ん
じ
ゅ

創
業 

大
正
二
年

刈
穂
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
大
仙
市
神
岡
】

創
業 

元
禄
二
年

合
名
会
社
鈴
木
酒
造

【
秋
田
県
大
仙
市
長
野
堀
】一

、四
九
〇

金
紋
秋
田
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
大
仙
市
藤
木
】

創
業 

昭
和
四
十
八
年一

、七
八
〇

Ｘ
３

（
エ
ッ
ク
ス・ス
リ
ー)

三
倍
麹
仕
込
み
純
米
酒

杜 氏
高階 長一郎さん
当時の社長からの指名
により杜氏に。現在に
至る。

創
業 

大
正
十
二
年

福
乃
友
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
大
仙
市
神
岡
】

ふ
ゆ
き

純
米
吟
醸 

冬
樹一

、三
九
〇

し
ら
か
み
さ
ん
ち

白
神
山
地
の
四
季 

純
米
酒

八
重
壽
銘
醸
株
式
会
社

【
秋
田
県
大
仙
市
若
竹
町
】

創
業 

昭
和
三
十
九
年

創
業 

元
禄
元
年

福
禄
寿
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
】

一
、二
九
〇

じ
ゅ
う
ご
だ
い
ひ
こ
べ
え

十
五
代
彦
兵
衛 

純
米
吟
醸

一
、一
八
〇

創
業 

明
治
三
十
四
年

山
本
合
名
会
社

【
秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
八
森
】

創
業 

昭
和
十
九
年

株
式
会
社
北
鹿

【
秋
田
県
大
館
市
有
浦
】一

、一
八
〇

二
、一
〇
〇

創
業 

明
治
五
年

千
歳
盛
酒
造
株
式
会
社

【
秋
田
県
鹿
角
市
花
輪
】

八重寿は県内随一の穀倉地仙北平野に位置
し、『花火の町』大仙市大曲の中心部にあり、
日本中から選抜された花火師 30 人が、通産
大臣賞、科学技術庁長官賞を目ざし華やかに
技を競いあう権威ある協議大会であり、レベ
ルも非常に高く、スケールの大きな光と音の
演出効果抜群の大会提供花火は、爽やかで、
あでやかなお酒『八重寿』のように夜空を彩る。
発売以来、好評を博しております。 

（
税
込
一
、二
九
八
）

（
税
込
一
、二
九
八
）

（
税
込
一
、二
九
八
）

（
税
込
一
、二
九
八
）

（
税
込
一
、五
二
九
）

（
税
込
一
、二
九
八
）

（
税
込
一
、二
九
八
）

（
税
込
二
、三
一
〇
）

（
税
込
一
、三
〇
九
）

（
税
込
一
、七
四
九
）

（
税
込
一
、七
四
九
）

（
税
込
一
、九
六
九
）

（
税
込
一
、六
三
九
）

（
税
込
一
、九
五
八
）

（
税
込
四
、九
五
〇
）

（
税
込
一
、四
一
九
）

（
税
込
一
、四
一
九
）

（
税
込
一
、二
九
八
）

（
税
込
二
、四
〇
九
）

（
税
込
一
、四
一
九
）

（
税
込
一
、四
一
九
）


